
情報科学演習１	


ネットワークコミュニケーション（３）	




今日の内容	


•  未来のコミュニケーション？	
  
– 大人数でのコミュニケーション	
  
– Media	
  space	
  

•  Twi,erの利用方法・発展編	
  
– Retweet,	
  men3on,	
  hashtag	
  
– Twi,erアプリ	
  
– たくさんの人からフォローされるには？	
  



大人数でのコミュニケーション	


未来のコミュニケーション？（１）	




大人数でのコミュニケーション	


•  Twi,er	
  などで大人数でコミュニケーションでき
るようになった	
  
…というのは本当か？	
  

•  実例を通して見てみよう	
  



データについて	


•  2011年1月7日時点	
  
•  対象：情報科学演習１受講生のうち 
kokubun_it	
  をフォローしている 142	
  人	
  

•  つぶやき回数	
  

•  フォローしている /	
  フォローされている	
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最新１０００つぶやき	
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フォロー数	
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目に付いた話題	


•  実況　（～なう、～うぃる、～わず）	
  
•  授業や先生についての感想	
  

•  悩みの吐露	
  

•  季節特有の嘆き	

•  忘・新年会　要注意！	
  



考えてみよう（１）	
  
大人数でコミュニケーション	


•  実態	
  
×	
  大人数でコミュニケーション	
  
○ 友達とおしゃべり＋有名人の投稿チェック	
  

•  真に大人数で語り合う必要はあるのか？	
  

•  それともこのままでいいのか？	
  



MEDIA	
  SPACE	

未来のコミュニケーション？（２）	




Media	
  space	
  とは	


•  従来のコミュニケーションシステム	
  
– 使うときだけONにする	
  

– 何か特定の用途がある	
  
•  Media	
  space	
  
– 基本的にはON	
  
– 用途を限定しない	
  



Media	
  space	
  @	
  Xerox	
  PARC	
  	


•  遠く離れた２つの研究所をつなぐ試み	




Media	
  space	
  の機能	


•  時間・空間的に離れていても一緒にいるよう
な感覚（awareness）を継続的に与える	
  

•  共有スペースでのすれ違いから始まる会話	

•  スムーズに議論を始めることができる	
  



考えてみよう（２）	
  
家庭用のメディアスペース？	


•  離れて暮らすじいちゃんばあちゃん	
  
•  遠距離恋愛中のカップル	
  

•  問題点	
  
– あまり高い機材は買えない	
  
– 家庭で求められるプライバシーの高さ	




SyncDecor:	
  遠距離恋愛支援システム	


•  遠隔地の家具の動きが連動することによって、
離れた相手と一緒にいるような感覚を与える	


[辻田]	




InPhase:遠距離ハッピーアイスクリーム	


•  偶然同じことをしていたときだけ伝わる	

[辻田]	




TWITTERの利用方法・発展編	




リツイート (retweet)	


•  自分がfollowしている人の投稿を、自分の
followerに伝搬させる機能	
  
– 伝言ゲームのような感じ	
  

•  例：kokubun_it	
  が村尾先生の投稿をretweet	
  

→　kokubun_it	
  を follow	
  している人に届く	
  



@	
  (men3on)	
  と返信	


•  「@だれだれ」というフレーズを投稿に含める	
  
– 先頭に付けた場合：だれだれ宛ての投稿	
  

– 途中に入れた場合：だれだれに言及する投稿	
  

•  例： kokubun_it	
  宛ての投稿	
  
– hjmr	
  と kokubun_it	
  を両方とも follow	
  している人
にだけ表示される	
  



ハッシュタグ (hashtag)	


•  「#なになに」というフレーズを投稿に含める	
  
– その投稿の話題を示すことができる	
  

•  例：宇多田ヒカルのライブのハッシュタグ	
  

•  ハッシュタグはリンクになって、クリックすると
関連する投稿をまとめてみることができる	
  



Twi,erアプリを活用する	


•  Twi,er	
  をより使いやすくするアプリ	
  
– Windows用、Mac用、携帯用、iPhone用…	
  

•  その他のアプリ	
  
– ログ保存ツール、可視化ツール等	
  

•  Twi,er	
  API	
  (Applica3on	
  Programming	
  
Interface)	
  を利用して作られている	
  



Twilog 	
  h,p://twilog.org	


•  Twi,erに投稿した内容をブログ形式にまとめ
てくれる	




Men3on	
  map	




Klout	
  score　h,p://klout.com/	


•  Twi,er上での影響力を数値化	




考えてみよう（３）	
  
Twi,er上での影響力を高めるには？	

•  自分からたくさんフォローする	
  
•  Retweetされそうなことを言う（どんなこと？）	
  
•  @を積極的に使う	
  
•  他には…？	




課題	


1.  今日出てきた「考えてみよう」の少なくとも１つに
ついて、考えたことを twi,er	
  に投稿する	
  

2.  他の人が考えたことについて１回以上返信する	
  
•  投稿には以下のハッシュタグを付けること	
  
– 大人数でのコミュニケーション 	
  #mass	
  

– 家庭用のメディアスペース 	
   	
  #mediaspace	
  
–  Twi,er上での影響力	
   	
   	
  #influence	
  

•  来週の授業終了とともに締め切り	
  


